
 

 

 

 

 

 

 

 

 

辻元前総理大臣補佐官及び 

内閣官房震災ボランティア連携室の活動経緯  
 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年９月１６日 



 

 

 

 

辻元前総理大臣補佐官、内閣官房震災ボランティア連携室の活動経緯（事務記録） 

 

 

月日 辻元前総理大臣補佐官の動き 内閣官房震災ボランティア連携室の動き 関係する動き 

３月 11日   ○14:46東日本大震災 Ｍ9.0 

３月 13日 ○内閣総理大臣補佐官（災害ボランティア担当）

に辻元清美衆議院議員を任命 

○緊急災害対策本部に出席 

 ○政府現地対策本部（宮城）より、宮城県知事の

意向を受け、政府として、各県ごとのボランティ

アセンターを立ち上げるよう要請あり。 

→先遣隊の派遣についても検討したが、最終的

には従来通り現地ベースで立上げ・運営し、

全国社協が支援することとなった。 

３月 14日 ○「助けあいジャパン」打ち合わせ 

○「震災ボランティア連携」のための関係府省庁

打合せ（第 1回）に出席 

○NGO等ヒアリング 

○緊急災害対策本部に出席 

 

○同左(佐藤審議官他) 

 

３月 15日 ○障害者インターナショナル日本会議打ち合わせ 

○緊急災害対策本部に出席 

○震災ボランティア連携室設置について内閣総理

大臣決定 

○緊急通行車両確認標章の交付対象に、特定非

営利法人を明記（警察庁） 

３月 16日 ○震災ボランティア・NPOと政府の連携を考える会 

 （ボランティア議連議員も参加）に出席 

○緊急災害対策本部に出席 

○同左（藤井参事官他） 

○震災ボランティア連携室員発令(22日にかけ） 

 

３月 17日 ○緊急災害対策本部に出席 ○湯浅室長以下と NPO団体代表が合同で仙台、福

島を訪問し、県庁、社協、現地 NPO等から状況

把握 

○被災者生活支援特別対策本部設置（５月９日

に「被災者生活支援チーム」に名称変更） 

○内閣官房副長官交代（藤井→仙谷） 

3月 18日 ○外務省国際協力局と打ち合わせ（国際支援関

係） 

○生協連、全社協、共同募金、JC、日本看護協

会、JA打ち合わせ 

○記者ブリーフィング 

○同左（藤井参事官他）  

3月 19日 ○連合と打ち合わせ（ボランティア派遣関係） 

 

○同左（藤井参事官） 

○ボランティア団体が使用する車両に対する緊急

通行車両確認標章について、警察庁と調整の

 



 

 

 

 

上、該当団体のリストを提示（最終的には通行

規制解除が先行） 

3月 20日 ○防災ボランティア活動検討会（内閣府）に出席 

○テレビ東京「池上彰の緊急報告 震災のなぜに

答える」に出演 

  

3月 21日 ○緊急災害対策本部に出席   

３月 22日 ○厚生労働省（社会・援護局）と打ち合わせ 

○震災ボランティア連携室の活動状況について記

者ブリーフィングを実施 

○連合、全社協打ち合わせ 

○同左（藤井参事官） 

○同左（湯浅室長） 

○政府と連携する震災情報ＷＥＢサイト「助けあ

いジャパン」開設 

○被災者支援本部を通じ、東北 3県に対し、自己

完結型の大規模民間団体と県との連絡窓口の

設置を依頼（連合等の派遣を念頭） 

 

3月 23日 ○日本青年団協議会打ち合わせ   

3月 24日   ○被災者生活支援各府省連絡会議（次官級）が

発足 

○東北道、磐越道等の高速道路の交通規制の全

面解除（警察庁） 

3月 25日 ○JANIC,JPFと打ち合わせ ○湯浅室長以下、岩手県（盛岡、遠野）を訪問し、

県庁、社協、現地 NPO等から状況把握（～26

日） 

○被災地において仮設ミニガソリンスタンドを設置

開始（経済産業省） 

3月 26日 ○被災者主体の災害ボランティアコーディネーシ

ョンを考えるつどい in大阪①に出席 

  

3月 27日  ○「連携室 当面の任務」を取りまとめ  

3月 28日  ○国連機関の現地調査（石巻）に当室伊知地室

員が同行 

○炊き出しを自衛隊から NPOに移管することにつ

いて、生活支援本部と打ち合わせ 

 

 

→最終的に、宮城被災者支援 4者会議で措置する

こととなった 

3月 29日 ○緊急災害対策本部に出席 

○JANIC,JPFと打ち合わせ 

  

3月 30日 ○東日本大震災支援全国ネットワーク(JCN)設立

総会に出席 

 ○東日本大震災支援金国ネットワーク(JCN)設立

（141団体でスタート→500団体強） 



 

 

 

 

3月 31日 ○連合ボランティア出発式（神田駿河台）に出席 

○日本財団と打ち合わせ 

○緊急災害対策本部に出席 

○湯浅室長以下、福島県（福島、郡山、会津若

松）を訪問し、社協、現地 NPO等から状況把握 

○国連機関の現地調査（陸前高田）に当室伊知

地室員が同行 

○連合が今後 3か月に延べ 25000人のボランティ

アを被災 3県に送るプログラムをスタート 

4月 1日 ○被災者支援本部に「震災ボランティア活動の状

況について」を報告 

・全体的に県外からのボランティアが抑制的 

・岩手：沿岸南部の VCを遠野がカバー 

・宮城：炊出しに係る自衛隊とボランティアの連携 

・福島：原発の影響でボランティア活動不透明 

○「助けあいジャパン」訪問 

○文部科学省より、ボランティアの単位認定につい

てレク 

○同左（佐藤審議官他）  

4月 4日 ○連携室内打ち合わせに出席 

○Ｔ Ｖ出演（INsideOUT（BS11）） 

 

○室内打ち合わせ 

・避難所調査 

・ボランティア受入れ体制整備 

・交通復旧を踏まえた個人ボランティアへの PR 

・HP(政府、助けあい)の充実、修正 等 

○宮城県被災者支援 4者連絡会議（自衛隊、政

府現対、県、NPO）第 1回を開催（以後、7月

12日まで計 20回開催） 

4月 5日 ○自治労打ち合わせ   

４月６日 ○各党・政府震災対策合同会議実務者会合（第

13回 ボランティア受入れ体制について）に出

席 

○同左（佐藤審議官他） ○各省広報担当課長会議（藤井参事官出席） 

４月７ 日 ○JCNと各省庁との定例連絡会議（第 1回）に出

席 

○同左（湯浅室長、藤井参事官他）  

４月８日 ○民主党「新しい公共調査会」及び第 5回「新し

い公共」推進会議に出席 

 

○同左（佐藤審議官他） 

○湯浅室長現地入り（仙台、石巻、女川 ～10日） 

○23:32 宮城沖地震 Ｍ7.4 

4月 11日 ○高齢社会をよくする女性の会樋口代表   

4月 12日 ○連携室内打ち合わせに出席 

 

○室内打ち合わせ 

・ＧＷに向けた諸準備 

 

4月 13日 ○さわやか福祉財団堀田理事長   



 

 

 

 

4月 14日 ○連携室内打ち合わせに参加 

 

○室内打ち合わせ 

・ＧＷに向けた諸準備 

 

４月 15日 ○現地入り（仙台、七ヶ浜） 

・宮城県ＶＣ、仙台市宮城野区ＶＣ、七ヶ浜町Ｖ

Ｃ  

・宮城県（４者会議） 

・宮城県連携復興センター 

 ○17:16 福島沖地震 Ｍ7.1 

4月 16日 ○宮城県社協から社協の人材確保について要請

あり（同趣旨の要請 岩手 4/27 、福島 5/5） 

○湯浅室長現地入り（宮古、久慈、山田、大船渡、

陸前高田 ～18日） 

 

4月 18日 ○連携室内打ち合わせに出席 

○NPO支援全国プロジェクトメンバーと打ち合わせ 

○ワイドスクランブル（テレビ朝日）出演 

○室内打ち合わせ 

・ＧＷに向けた諸準備 

 

４月 19日 ○JCNと各省庁との定例連絡会議（第 2回）に出

席 

○日本医療社会福祉協会と打ち合わせ 

○同左(藤井参事官)  

4月 20日 ○連携室内打ち合わせに出席 

 

○室内打ち合わせ 

・ＧＷに向けた呼びかけの準備 

・ボランティアセンター増強に対する支援方策 

 

4月 21日 ○朝日新聞官邸クラブツイッター出演   

４月 22日 ○現地入り（盛岡、遠野、大槌、釜石、花巻／気

仙沼、仙台、亘理、山元／相馬、福島 ～24

日） 

・岩手県（保健福祉部長） 

・遠野市ＶＣ（まごころネット） 

・連合岩手、Ｊ Ｃ  

  

4月 23日 ・大槌町ＶＣ  

・＠リアスＮＰＯサポートセンター 

（以下、相馬市まで仙谷副長官と同行） 

・気仙沼市（市長） 

  

4月 24日 ・亘理町ＶＣ、山元町ＶＣ  

・亘理町（町長）、山元町（町長）、相馬市（市

長） 

・福島県ＶＣ  

○右記ネットワーク設立総会に出席（湯浅室長） ○東日本大震災・復興 NPO支援全国プロジェクト

（JCNに次ぐ第二全国 NPOネットワーク）設立 



 

 

 

 

４月 27日 ○右の取組みにつき、菅総理に説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

○連携室内打ち合わせに出席 

 

 

○溝畑観光庁長官ほかと打ち合わせ 

○「震災ボランティア連携」のための関係府省庁

打合せ（第 2回）に出席 

・最近の取組み、連携・調整事項について報告 

・今後の取組みについて意見交換 

○（連携室懇親会に出席） 

○ＧＷに向けて、以下の取組みを実施 

・ＧＷを利用したボランティア活動への参加者に対

するメッセージを官邸 HPに掲載 

・湯浅室長からのメッセージ、ボランティアバス一

覧、Ｆ ＡＱ等を「助けあいジャパン」に掲載（ボ

ランティアバス一覧については以後定期的に更

新） 

・ＧＷ期間中、地元ボランティアにより、仙台駅に

ボランティアに対する情報拠点を設置 

○室内打ち合わせ 

・ＧＷ対応の確認 

・ＧＷ以降の取組みについて 

 

○同左（湯浅室長他） 

 

 

 

○（連携室懇親会） 

 

4月 29日 ○官邸ラジオ出演   

５月２日 ○民主党ボランティア室会議（議員による避難所ア

ンケートについての説明会）に出席 

○プライムニュース(BSフジ)に出演 

○同左(藤井参事官他) ○山谷えり子参議院議員が質問主意書を提出 

（第 134号 ５月 10日答弁書閣議決定） 

５月５日 ○現地入り（郡山、いわき／仙台、石巻、女川 ～

６日） 

・郡山ビッグパレットおだがいさまセンター、いわ

き市ＶＣ  

・石巻市ＶＣ、女川町ＶＣ  

・石巻市（市長）、女川町（町長） 

  

5月 8日 ○被災地の物産品などの販売を促進し、被災地の

復興を支援しているオンラインショップ関係者と

の懇談会（官邸）に出席 

  

5月 9日 ○連携室内打ち合わせに出席 ○室内打ち合わせ  



 

 

 

 

・ＧＷ中の状況把握 

・ＧＷ以降の取組み（ボランティア減少への対策）

について 

5月 10日 ○山谷えり子参議院議員質問主意書への答弁書

に関する産経新聞の報道（ネット）に対し、内容

を正確に反映せず不適切である旨を補佐官・連

携室連名で申入れ、ネット記事は訂正された。 

○観光庁長官、JTBとボランティアツアーについて

打ち合わせ 

○ＧＷ中のボランティア数が 8万人に達した旨を

連携室からプレス発表。 

○Ｊ Ｒ東日本が、ボランティアにも活用できる割引

切符の発売を発表 

5月 11日  ○ボランティア活動にも対応した航空運賃割引に

つき、国土交通省を通じて航空会社に働きかけ 

○当室伊知地室員が新宿におけるボランティアト

ークショーに出演 

５月 12日 ○JCNと各省庁との定例連絡会議（第 3回）に出

席。今回からテーマを設定し、意見交換。 

・ＧＷ中の活動状況 

・ＧＷ後の取組み（女性ニーズへの対応、仮設に

おけるコミュニティ維持、ボランティア受入れ体

制の充実） 

・JCN栗田氏より、ボランティアが配布しやすい政

府情報のチラシ作成の要望あり。 

○同左（藤井参事官他）  

５月 13日 ○連携室内打ち合わせに出席 

 

○室内打ち合わせ 

・社協体制充実についての支援 

・仮設住宅における集会室等の設置基準 

・各方面へのボランティア参加の働きかけの段取

り 

・ボランティアに参加しやすい環境整備の取組みの

整理 

 

5月 14日 ○官邸ラジオ出演  ○ジャパン・プラットフォームが被災者支援制度に

ついての説明会を開催（被災者生活支援チーム 

岡本次長とともに藤井参事官が参加） 

5月 16日  ○ピースボートから、石巻の避難所の配食状況に

ついてヒアリング 

○復興構想会議検討部会との打ち合わせ（湯浅室

長、田村企画官、藤井参事官） 

 



 

 

 

 

○JCN 栗田氏と内閣広報室、連携室の間で、ボラ

ンティア用チラシ作成について調整開始 

5月 17日 ○経済同友会長谷川代表幹事と面会し、ボランテ

ィア派遣の拡大について協力要請 

  

5月 18日 ○石川さゆり氏の中央共同募金会の災害ボランテ

ィア・NPOサポート募金活動に同行（官邸） 

○Yahoo!とボランティアツアーについて打ち合わ

せ 

○JTB、助けあいジャパンと打ち合わせ 

○復興構想会議検討部会との打ち合わせ（第２

回）（湯浅室長） 

 

5月 20日 ○連携室内打ち合わせに出席 

 

 

 

○観光庁、地球の歩き方と打ち合わせ 

○室内打ち合わせ 

・ボランティアの継続的な確保方策の段取り 

・今後のロードマップ 

・連携室のアドバイザー制度の導入 

 

5月 23日 ○現地入り（久慈、野田、宮古、遠野、釜石、大

船渡、陸前高田／気仙沼、南三陸、仙台 ～25

日） 

・久慈市ＶＣ、野田市ＶＣ、宮古市ＶＣ、遠野

市ＶＣ（まごころネット） 

・野田市（市長）、宮古市（市長） 

  

5月 24日 ・釜石市ＶＣ、大船渡市ＶＣ、陸前高田市ＶＣ、

気仙沼市ＶＣ  

・釜石市（市長）、大船渡市（副市長）、陸前高

田市（市長） 

  

５月 25日 ・南三陸町ＶＣ  

・南三陸町（町長） 

・JCN現地会議 in 宮城に出席 

・連合宮城、Ｊ Ｃ  

○同左（藤井参事官他） 

○湯浅室長現地入り（遠野、陸前高田 ～26日） 

 

5月 26日 ○27日の動きについて総理説明 

○文部科学省（生涯学習政策局）と打ち合わせ 

○同左（藤井参事官他） 

○乙井秘書官（仙谷副長官）の紹介で、経済同

友会 大久保氏と打ち合わせ（藤井参事官、藤

沢） 

 



 

 

 

 

５月 27日 ○閣僚懇談会において、ボランティア活動参加促

進につき、枝野内閣官房長官より発言 

○上記の官房長官発言を踏まえ、以下を実施 

 ・観光庁長官を通じ、旅行業界に対しボランテ

ィアツアーの造成・販売促進を依頼 

 ・仙谷官房副長官ともに、経団連会長、経済同

友会代表幹事あて、ボランティア参加促進に

ついて要請 

○官房長官の発言を踏まえた一連の動きについて

辻元補佐官から記者ブリーフィングを実施 

○左記官房長官発言を踏まえ、以下を実施 

 ・各府省連絡会議（次官級）において、瀧野官

房副長官より、官民のボランティア参加促進等

について要請（同趣旨を各府省人事担当課長

に事務連絡） 

 

 

5月 30日 ○全日空社長に対し、ボランティア活動に対応した

運賃割引やボランティアツアーへの座席提供に

ついて依頼 

○日本商工会議所会頭あて、ボランティア参加促

進について要請 

○連携室内打ち合わせに出席 

 

○同左（藤井参事官他） 

 

 

○同左（藤井参事官他） 

 

○室内打ち合わせ 

・個別企業への働きかけ 

・今後のボランティア連係室の業務 

 

5月 31日 ○災害ボランティア議連（民主党）研修会 

○社会的包摂特命チーム（官邸）に出席 

  

６月１ 日 ○JCNと各省庁との定例連絡会議（第 4回）に出

席。テーマは 

・高齢者ケア 

・ボランティア活動促進の取組みについて 

○日本航空社長に対し、ボランティア活動に対応し

た運賃割引やボランティアツアーへの座席提供

について依頼 

○生協連打ち合わせ 

○同左（藤井参事官） ○熊谷大参議院議員が質問主意書を提出 

（第 167号 ６月７ 日答弁書閣議決定） 

6月 2日 ○JTB打ち合わせ  ○内閣不信任案衆議院提出 否決 

６月３日 ○現地入り（盛岡、花巻 ～4日） 

・JCN現地会議 in 岩手に出席 

・岩手県（保健福祉部長）、岩手県社会福祉協議

 

○同左（藤井参事官他） 

 

 



 

 

 

 

会（事務局長）と打ち合わせ  

○岩手県庁と意見交換（藤井参事官） 

6月 4日 ・花巻温泉「幸迎館」 

・社団法人花巻青年会議所 

・社団法人花巻観光協会 

  

６月 7日   ○観光庁が、ボランティアツアーの商品展開状況

についてプレス発表 

○民主党福島チーム(江崎孝議員)が仮設住宅入

居後の生活支援について各省ヒアリング（藤井

参事官出席） 

6月 8日 ○連携室内打ち合わせに出席 ○室内打ち合わせ 

・仮設入居フェーズの連携室の業務について 

・各種取組みの進捗状況 

○内閣広報室が、ボランティアにも配布可能なチラ

シを作成し、プレス発表 

 

6月 10日 ○日本記者クラブ記者会見 

○現地入り（釜石／仙台、石巻／相馬、新地 ～

13日） 

○同左（湯浅室長）  

６月 11日 ・釜石市において、発災後 3か月の黙とう及び同

市及び大槌町との意見交換会に出席（総理随

行） 

・釜石市ＶＣ  

・釜石市（市長）、大槌町（副町長） 

○同左（藤井参事官）  

6月 12日 ・仙台市において、被災者の孤立死を防止するた

めの有識者会議に出席 

・石巻市ＶＣ  

○同左（藤井参事官）  

6月 13日 ・相馬市ＶＣ、新地町ＶＣ  

・新地町役場（町長） 

 ○被災者の多様なニーズに対応した支援ＷＧ（内

閣府）（藤井参事官出席） 

6月 14日 ○「新しい公共」推進会議・震災支援制度等ＷＧ

合同会議出席 

 ○「新しい公共」推進会議・震災支援制度等ＷＧ

合同会議 取りまとめ（藤井参事官出席） 

6月 16日 ○民主党ボランティア室との打ち合わせに出席 ○同左（藤井参事官）  

6月 17日 ○ひるおび（TBS）出演   

6月 18日 ○千葉県習志野市、浦安市現地視察（総理に同

行） 

  



 

 

 

 

6月 20日   ○復興基本法成立 

6月 21日 ○連携室内打ち合わせに出席 ○室内打ち合わせ 

・今後の業務について 

・当面の業務について 

 

6月 22日  ○JCNと各省庁との定例連絡会議（第 5回）に出

席（藤井参事官）。テーマは 

・NPOに関連した雇用施策 

・仮設住宅における生活支援 

 

6月 27日 ○被災 3県支援Ｐ代表者との意見交換 ○同左 ○松本龍氏が復興担当大臣に就任 

6月 28日   ○復興対策本部第一回会合開催 

○同本部事務局被災地連絡会議（週２回）開始 

6月 29日 ○JCN現地会議 in 福島に出席 ○同左(藤井参事官他) 

○福島県庁と意見交換（藤井参事官他） 

 

6月 30日 ○JCN代表世話人（栗田、田尻）との意見交換 ○同左  

7月 4日  ○全社協渋谷氏他と打ち合わせ（藤井参事官他）  

7月 5日 ○主要 NGO団体との意見交換 ○同左 

○JCN代表世話人松原氏との打ち合わせ（藤井参

事官他） 

○松本復興担当大臣が辞任、平野達男副大臣が

後任 

7月 11日  ○JCN代表世話人等との意見交換（仮設住宅支援

関係）（藤井参事官他） 

○民主党震災対策本部（仮設住宅支援関係）ヒア

リング（関係府省・当室藤井参事官他） 

 

7月 13日 ○ボランティア連携室のあり方についての部内打

ち合わせ 

○同左  

7月 14日  ○気仙沼における市長と NPO等との意見交換会に

出席（藤井参事官他） 

 

7月 15日  ○佐藤次長（審議官）異動。後任に安田審議官。  

7月 20日 ○現地入り（郡山／福島／南相馬 ～21日） 

・うつくしまＮＰＯネットワークと打ち合わせ 

・ふくしま連携復興センター会議に出席 

・福島県 内堀副知事と意見交換 

○同左（藤井参事官他） 

○同左 

 



 

 

 

 

7月 21日 ・南相馬市原町区ＶＣ、鹿島区ＶＣ  

・南相馬市（市長） 

  

7月 22日 ○被災３県の復興対策本部現地対策本部長（福

島：吉田、宮城：末松、岩手：津川）と意見交

換（於 東京） 

○同左  

7月 23日  ○中山秀征のジャパリズム放送に湯浅室長出演

（TOKYO FM系列、地域によっては 24日） 

 

7月 27日 ○盛岡において東日本大震災ボランティア連携会

議に出席 

  

7月 29日   ○午前の定例記者会見において、ボランティア活

動促進等について枝野内閣官房長官より発言 

○東日本大震災からの復興の基本方針が決定 

8月 1日 ○被災 3県の連携復興センターと意見交換 

○連携室内打ち合わせに出席 

○同左（湯浅室長、安田審議官他） 

○室内打ち合わせ 

・当面の業務について 

 

8月 2日 ○連合と意見交換 ○同左（藤井参事官他）  

8月 4日 ○JCNと各省庁との定例連絡会議（第 6回）に出

席。テーマは 

・被災地での移動支援 

・女性支援 他 

 

○同左（藤井参事官他） 

 

 

 

○応急仮設住宅の居住環境等に関するプロジェク

トチーム（藤井参事官他） 

 

8月 7日 ○気仙沼市現地視察（枝野官房長官と共に） 

・ボランティア活動現場視察 

・市内 NPO等との意見交換 

・気仙沼市ＶＣ  

・気仙沼市（市長） 

○同左（藤井参事官他）  

8月 10日 ○震災ボランティア連携室の活動状況について記

者ブリーフィングを実施 

○「一人ひとりを包摂する社会」特命チーム出席 

○現地入り（大槌／釜石／山田／遠野／仙台～12

日） 

○同左（湯浅室長） 

 

 

○同左（安田審議官他） 

 

 

8月 11日 ・大槌町ＶＣ、山田町ＶＣ、釜石市ＶＣ    



 

 

 

 

・山田町（町長）、釜石市（市長） 

8月 12日 ・遠野市ＶＣ（まごころネット）、宮城県ＶＣ    

8月 22日 ○ボランティア連携室の活動等について、総理に

説明 

  

8月 23日 ○「震災ボランティア連携」のための関係府省庁

打合せ（第 3回）に出席 

・震災ボランティアに関する最近の状況等について震

災ボランテイア連携室より報告 

・震災ボランティア関連事項について関係府省より報    

 告 

○自由報道協会記者会見 

○同左（湯浅室長他） 

 

 

 

 

 

 

 

8月 24日  ○宮城県庁と意見交換（藤井参事官） 

○JCNと被災 3県の連携復興センターとの意見交

換（藤井参事官） 

 

 

8月 26日 ○連携室内打ち合わせに出席 ○室内打ち合わせ 

・各種取組の状況について 

 

9月 1日  ○福島県庁及び岩手県庁との意見交換 

（藤井参事官） 

 

9月 2日 ○総理大臣補佐官辞任  ○菅内閣退陣 

○野田内閣発足 

9月 15日  ○室内打ち合わせ  

9月 16日  ○東日本大震災復興対策本部ボランティア班に業

務移管 

 

 

注： 

① 現地入りについては、辻元前総理大臣補佐官、湯浅室長のみ記載 

② 被災者生活支援チーム運営会議（当初毎日→週 2～3回）及び復興対策本部事務局被災地連絡会議（週 2回）への辻元補佐官又は連携室の出席並びに被災者生活

支援各府省連絡会議（次官級）（当初 1日おき→週 1日）への連携室の出席については、原則として記載を省略 


